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議会運営委員会  

 

   日 時   令和４年１２月６日（火）午後  時  分～ 

   場 所   全員協議会室  

 

１ １２月９日の議事等について 

（１）議事日程 

（諸報告） 

第１ 一般質問 

第２ 第１号議案から第２０号議案（質疑、付託） 

（２）議事日程第２に係る質疑順序 

①         ②         ③          

（３）付託先 別紙付託表のとおり ◎付託表は議場に持参 

 

２ 請願について 

○受理なし 

 

３ 陳情・要望について 

（１）亀岡市議会から厚生労働省に潜在看護師を活用する意見書を提出することを 

求める陳情＜環境市民厚生常任委員会＞ 

（２）学校教材（備品）の計画的な整備推進についてのお願い 

＜総務文教常任委員会＞ 

（３）亀岡市の地域包括事業についての陳情書【別紙№１】 

＜環境市民厚生常任委員会＞ 

（４）亀岡市主催の会議の扱いについての陳情書【別紙№２】 

＜環境市民厚生常任委員会＞ 

 

４ 議員提案議案について 

（１）議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について【別紙№３】 

  ○発議者（前回：各会派幹事長） 

○提案日 １２月１９日（月） 

○提案理由、質疑、付託（省略） 

○討論、表決 １２月１９日（月） 

【裏面に続く】 
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５ その他 

（１）委員会等の日程 

１２月 ９日（金）本会議終了後 広報部会 

１２日（月）１０：００～ 総務文教常任委員会 

         １６：００（予定）～ 公共交通対策特別委員会 

１３日（火）１０：００～ 環境市民厚生常任委員会 

１４日（水）１０：００～ 産業建設常任委員会 

１４：００（予定）～ 京都スタジアム検討特別委員会 

１４：３０（予定）～ 桂川・支川対策特別委員会 

１５日（木）委員会予備日 

１３：３０～ 広報部会 

１９日（月）１０：００～ ３常任委員会 

２２日（木）１３：３０～ 広報部会 

（２）意見書等提出期限 １２月１５日（木）１０：００ 

（３）討論通告期限   １２月１６日（金）１６：００ 

（４）議会運営委員会等の日程 

１２月１６日（金）１３：００～ 議運事前調整（正副議長、正副委員長） 

１４：００～ 議会運営委員会・幹事会 

１９日（月）３常任委員会終了後 議運事前調整（正副議長、正副委員長） 

上記終了後  議会運営委員会 
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議第 号議案 

 

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例 

の一部を改正する条例の制定について 

 

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和３１年

亀岡市条例第２４号）の一部を改正する条例を次のように制定する

ものとする。 

 

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に 

関する条例の一部を改正する条例 

 

第１条 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和 

３１年亀岡市条例第２４号）の一部を次のように改正する。 

  第５条第２項中「１２月に支給する場合においては１００分の

１６２．５」を「１２月に支給する場合においては１００分の１

６７．５」に改める。 

第２条 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を次のように改正する。 

  第５条第２項中「１００分の１６２．５」を「１００分の１６５」

に、「１００分の１６７．５」を「１００分の１６５」に改める。 

 

附 則 

（施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行し、令和４年１２月１日から 

適用する。ただし、第２条の規定は、令和５年４月１日から施 

行する。 

（期末手当の内払） 

２ この条例による改正前の議会の議員の議員報酬及び費用弁償等 

別紙№３
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に関する条例の規定に基づいて、令和４年１２月１日からこの 

条例の施行の日の前日までの間に支払われた期末手当は、この条 

例による改正後の議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する 

条例の規定による期末手当の内払とみなす。 
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議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例(昭和31年亀岡市条例第24号)新旧対照表 

現行 改正後（案） 

(期末手当) (期末手当) 

第5条 議長、副議長及び議員で6月1日及び12月1日(以下この条において

これらの日を「基準日」という。)にそれぞれ在職する者に対してそれ

ぞれ基準日の属する月の別に定める日に期末手当を支給する。 

第5条 議長、副議長及び議員で6月1日及び12月1日(以下この条において

これらの日を「基準日」という。)にそれぞれ在職する者に対してそれ

ぞれ基準日の属する月の別に定める日に期末手当を支給する。 

2 期末手当の額は、それぞれ前項の基準日現在において受けるべき議員

報酬の月額及びその議員報酬の月額に100分の15を乗じて得た額の合

計額に、6月に支給する場合においては100分の162.5、12月に支給する

場合においては100分の162.5を乗じて得た額に、基準日以前6箇月以内

の期間におけるその者の次の各号に掲げる在職期間の区分に応じて、

当該各号に掲げる割合を乗じて得た額とする。 

2 期末手当の額は、それぞれ前項の基準日現在において受けるべき議員

報酬の月額及びその議員報酬の月額に100分の15を乗じて得た額の合

計額に、6月に支給する場合においては100分の162.5、12月に支給する

場合においては100分の167.5を乗じて得た額に、基準日以前6箇月以内

の期間におけるその者の次の各号に掲げる在職期間の区分に応じて、

当該各号に掲げる割合を乗じて得た額とする。 

(1) 6箇月の場合 100分の100 (1) 6箇月の場合 100分の100 

(2) 5箇月以上6箇月未満の場合 100分の80 (2) 5箇月以上6箇月未満の場合 100分の80 

(3) 3箇月以上5箇月未満の場合 100分の60 (3) 3箇月以上5箇月未満の場合 100分の60 

(4) 3箇月未満の場合 100分の30 (4) 3箇月未満の場合 100分の30 

3 前2項に定めるもののほか、期末手当の支給方法は、一般職の職員の

例によるものとする。 
3 前2項に定めるもののほか、期末手当の支給方法は、一般職の職員

の例によるものとする。 
附 則 

（施行期日等） 
1 この条例は、公布の日から施行し、令和4年12月1日から適用する。 
ただし、第2条の規定は、令和5年4月1日から施行する。 
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議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例(昭和31年亀岡市条例第24号)新旧対照表 

現行 改正後（案） 

 （期末手当の内払） 

 2 この条例による改正前の議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の規定に基づいて、令和4年12月1日からこの条例の施行の日の

前日までの間に支払われた期末手当は、この条例による改正後の議会の

議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の規定による期末手当の

内払とみなす。 
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議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例(昭和31年亀岡市条例第24号)新旧対照表 

現行 改正後（案） 

(期末手当) (期末手当) 

第5条 議長、副議長及び議員で6月1日及び12月1日(以下この条において

これらの日を「基準日」という。)にそれぞれ在職する者に対してそれ

ぞれ基準日の属する月の別に定める日に期末手当を支給する。 

第5条 議長、副議長及び議員で6月1日及び12月1日(以下この条において

これらの日を「基準日」という。)にそれぞれ在職する者に対してそれ

ぞれ基準日の属する月の別に定める日に期末手当を支給する。 

2 期末手当の額は、それぞれ前項の基準日現在において受けるべき議員

報酬の月額及びその議員報酬の月額に100分の15を乗じて得た額の合

計額に、6月に支給する場合においては100分の162.5、12月に支給する

場合においては100分の167.5を乗じて得た額に、基準日以前6箇月以内

の期間におけるその者の次の各号に掲げる在職期間の区分に応じて、

当該各号に掲げる割合を乗じて得た額とする。 

2 期末手当の額は、それぞれ前項の基準日現在において受けるべき議員

報酬の月額及びその議員報酬の月額に100分の15を乗じて得た額の合

計額に、6月に支給する場合においては100分の165、12月に支給する

場合においては100分の165を乗じて得た額に、基準日以前6箇月以内の

期間におけるその者の次の各号に掲げる在職期間の区分に応じて、当

該各号に掲げる割合を乗じて得た額とする。 

(1) 6箇月の場合 100分の100 (1) 6箇月の場合 100分の100 

(2) 5箇月以上6箇月未満の場合 100分の80 (2) 5箇月以上6箇月未満の場合 100分の80 

(3) 3箇月以上5箇月未満の場合 100分の60 (3) 3箇月以上5箇月未満の場合 100分の60 

(4) 3箇月未満の場合 100分の30 (4) 3箇月未満の場合 100分の30 

3 前2項に定めるもののほか、期末手当の支給方法は、一般職の職員の

例によるものとする。 
3 前2項に定めるもののほか、期末手当の支給方法は、一般職の職員

の例によるものとする。 

  

 


